













































































































































































情表」として見え、安慶公淐の帰国に伴う伝言も含めて謝意を表し、使臣の齎 世祖の数々の指摘にはいずれも鋭意努力するこ を約束し 金俊は旧都の再建に忙しく且つ自身の病気のこともあって長途の旅に堪えないとことわっている
）（1
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不意纔至彼疆対馬島、堅拒不納、至兵刃相加我信使、勢不獲已、聊用相応、生致塔二郎・弥二郎二人以帰。……彼疆埸之吏、赴敵舟中、俄害我信使、較之曲直、声罪致討 義所当然。又慮貴国有所不知、而典封疆者、以慎守固禦為常事耳。皇帝猶謂此将吏之過、二人何罪、今将塔二郎 貴国、俾奉牒書以往。思いもよらなかったのは、境界あたりの対馬島に至るや、堅く入 を拒否し、我が使節に刃を向ける事態となった。（我が方としては）
なりゆきのうえからやむを得ず、いささかこれに対応し、塔二郎・弥二郎の二人を生け捕りにし
































































































































1（（（年（至元 （、高麗元宗 （、文永 （）






































































































































































































































































































































































れに前後する慶尚道按察使に関する動向を見ておこう。至元六年五月 日には慶尚道按察使崔沼からの緊急情報にもとづき日本 対 警戒強化策を決定し 。済州
（済州島）
の住民が漂流して日本に至り実見したところを報告したもの



































































































































































































以て、慮外の煩 成すか。漏聞ある 就きて、前好に背くを恥じ 早
つと
に霜刑を加え、宜しく後の戒めと為すべし。





ぜ対馬で騒動を起こしたか、なぜ捕まったかから始まり、二人は知るかぎりのことを供述したであろう。その内容は想像を遥かに越えて新奇で貴重な情報に満ちたものでありえたし、また機微に触れて秘匿した方がよい部分も存在したであろう。旧来の異国観 揺るがすよう アジアの大局に関わる情報もあったかもし ない。当局者としてはそ した情報が無制限に外部 洩れ出すことに警戒しなければならなかった。そこで両名には自ら罪を犯したとまで納得させられたかはわからないが、厳重な緘口命令を以て対処したと思う。その供述内容は限られた ののみが知り得る、口外無用の極秘扱いとした可能性があろう。
モンゴルあるいは高麗は塔二郎・弥二郎をどう見たかったか、また扱いたかったのだろうか。日本側の「奉書遣使」








































































1）張東翼「一二六九年「大蒙古国」中書省の牒と日本側の対応」 （ 『史学雑誌』第一一四編第八号、二〇〇五、所収、 『モンゴル帝国期の北東アジア』二〇一六、に再録）参照。
（












（） 『元高麗紀事 至元四年六月十日条にいう（ 『高麗史』巻二六、元宗世家、元宗八年八月丙辰朔条により補訂） 。
　　
 　


































  壬寅、安慶公淐還自蒙古、賜王西錦一匹・暦日一道。初帝以趙彝之譖、怒不解、親勅淐曰、 「前日爾国所奏、朕今説之、爾其詳聴。爾等聞我 中有叛者、輒来誑誘、人誰不知。爾国誠降、則当出軍助戦転糧、請達魯花赤点数民戸、爾胡不然。爾国曾於先帝時、遣王綧為質、朕所知也。先帝勅爾王親朝、爾王不能親朝、以我有兄弟之乱也。爾王到京兆府還帰 朕之所護爾王所知。人而不知有徳 可謂人乎。爾王奏云、我 地窄 今西京入排屯田軍民 尽令還帰、則当召集残民、力農三年、然後復都旧京。今屯田軍馬尽還、果還旧京乎。朕使至 国、則爾使人囲守、真降 意、当如是耶。爾国来聘 亦使人守汝使乎 和尚奏云、 『爾等
来国贐紵布、減於旧額、又甚麤悪何也。 』爾国素称知





  （至元）五年正月二十八日、詔諭王 （植） ［
］ 曰、 「朕惟天道難諶、人道貴誠、而卿之事朕、率以飾辞見欺、朕若受其
欺而不言、是朕亦不以誠遇卿也。故与卿弟淐面数其事、無有所隠。向卿自請撤兵三年 当去水就陸、撤兵之請、（久） ［既］ 已従之、就陸之期、今幾年矣。以前言無徴、是用爲問。卿意必曰、舍険即夷、則慮致不虞、或未取信、聴其所止。惟我太祖成吉思皇帝制度、凡内属之国、納質・助軍・輸糧・設駅、供数戸籍・置達魯花赤 已嘗明諭之矣継有来章、称俟民生稍集、然後惟命［是従］ 、稽延至今、終不以成言見報。聞汝国之政、例在左右、得非為所梗蔽、使卿不聞歟。抑卿実聞之、而未之思歟。是豈愛而身立而国者也 且納質之事 自我太 （祖） ［宗］皇帝 王綧等已入質、代老補亡、固自有例、其駅伝亦粗立、自余率未奉行。 （令） ［今］ 我朝方問罪於宋 其所助士卒・舟艦、自量能辦多少［所］輸糧餉則就為儲積、及達魯花赤・戸版之事、卿意 （為） ［謂］ 何。今特遣北［京］路総管兼大定府尹于也孫脱・礼
（（























  （至元五年正月） 、……特遣北京［路］総管兼大 （興） ［定］ 府尹于也孫脱・礼部郎中孟甲持詔諭
、其略曰、 「向請撤兵、






1（） 『元高麗紀事』にいう（ 『元史』高麗伝には日付を欠く） 。
　　
 　
  四月五日、 （植） ［
］ 遣門下侍郎李蔵用奉表、与于也孫脱等入朝。
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  今有細故、仰告因由者、誠切終始於供職、将輸万世之勤、事無大小以告王、蓋在諸侯之誼。伏念、臣邈居海裔、叨襲藩封、但承厚卹於盛辰、粗保孑遺之残俗。竊以陪臣金俊、樹乃私門之支党、畔其公室之指揮、務従便利於一身、専逞侵漁於百姓、常稔包蔵之志 似懐逃竄之謀、慮為何変於将来。今乃悉夷而既去 倘爾属 逋漏 往或譖言。惟我皇之諒知、即皆禁沮。
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（（）筆者のそうした推定は、拙稿「第二次日本遠征後の元・麗・日関係外交文書について」 （ 『東方学報』第九○冊、二○一五、所収） 、 「 『経世大典』にみる元朝の対日本外交論」 （ 『京都女子大学大学院文学研究科研究紀要』史学編第一六号、二○一七、所収）でも言及した。
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（（） 『元高麗紀事』に「 （至元六年）三月十六日、 （植） ［
］ 復遣申思 （金） ［佺］ 奉表、従黒的来朝。 」とある。三月十六日は使
者が日本から高麗の江都に帰還 日 り、 『元高麗紀事』の記事は高麗からモンゴルの燕京に到着し としか読めない。この記事は『元史』高麗伝に日付を抜き「 して踏襲されている。どうや 『元 紀事』 は誤りがあるようで、 「三月十六日」として『高麗史』の三月辛酉（十六日）の記事内容が記されていたか、或いは「三月十六日 は「五月十六日」 （或は単に「五月」 ）の誤りかのどちらかであろう。敢えて後者を採用するが、但しこの案は、 「三月十六日」の記事のあとに四月の記事が存在するところに少々難点がある。
（








































































遣其世子王 （愖） ［諶］ 来朝、賜
玉帯一、 （愖） ［諶］ 金五十両、従官銀幣有差。
（










































  （至元六年）八月、 （植） ［
］ 世子 （愖） ［諶］ 来、言臣下擅廃置其君、遣斡朶思不花詳問之。詔曰、 「諭高麗国文武臣僚。
拠世子 （愖） ［諶］ 来奏、本国臣下擅自将国王廃去、其弟安慶公淐立為国王。朕初聞之、以為誠偽無徴、未可深信。国王 （植） ［
］ 嗣位以来、未聞有過、苟有過失、諫而不悛、当控告朝廷、以聴我区処、不有朝廷臣下擅自廃置、亙古以
















































  是月（十月） 、遣国王頭輦哥率兵撫定高麗。詔諭高麗国官吏軍民曰、 「以爾国権臣擅行廃立、特遣国王頭輦哥等行中書省事、率兵東下、撫定汝国、惟首是問、自余吏民、一無所及、惟爾有衆、咸当安堵如故。詔諭之後、其或妄生疑懼、乱行叛竄、必加俘略。若爾等悉遵約束、安守旧業、已勅将帥、厳申兵律、不致侵擾。 」及召 （植） ［
］ 并安慶公
淐・林衍等入朝。詔曰、 「諭高麗 王 （植） ［







  西北面兵馬使営記官崔坦・韓慎・三和県人前校尉李延齢・定遠都護郎将桂文庇・延州人玄孝哲等 以誅林衍為名、嘯聚龍岡・咸従・三和人 殺咸従県令崔元、夜入椵島、殺分司御史沈元濬・監倉朴守奕・京別抄等以叛。
　








  （至元六年十一月）二十三日、 （植） ［
］ 受詔復位。是日、 （植） ［








  『高麗史』巻二六、元宗 家、元宗十 戊辰 七
　　
 　












  慶尚道按察使馳報、済州人漂風至日本還言、 「日本具兵船、将寇我。 」於是遣三別抄及大角班、巡戍海辺、又令沿海郡県管城積穀、移彰善県所蔵国史於珍島。
　








































（0） 「贈蒙古国中書省牒」 （ 『本朝文集』巻六七）は即ち『鎌倉遺文』巻一四、一〇五七一「日本国太政官牒」 、 「贈高麗国牒」 （ 『本朝文集』巻六七）は即ち同一〇五八八「大宰府守護所牒」である。なお丸山雍成「日本前近代の交通史研究の素描─陸上交通を中心として─ 交通史研究』 四、二〇一四、所収）によれば 中世の飛脚が要した日数に関して、鎌倉～京都、普通五～七日、京都～博多、蒙古襲来時、九日・十一日・十六日などとある。
（
（1）山本光朗「元使趙良弼について」 （ 『史流』四〇号、二〇〇一 所収）参照。
（
（（）拙稿「 『経世大典』にみる元朝の対日本外交論」 注（






































  文永十一年甲戌、蒙漢将侵本国 故筑紫海浜有防禦之備 助国率兵来対州、厳加防備、自領親兵八十余騎居州府、
元初における日本人の燕京往還（（





長節子「対馬島宗氏世系の成立」 （ 『日本歴史』二〇八号、一九六五、所収） 、同「対馬島主の継承と宗氏系譜―朝鮮国
議政府への宗貞茂呈書をめぐって―」 （ 『史学雑誌』第七五編第一号、一九六六、所収） 、永留久惠『古代史の鍵・対馬』一九七五）参照。
（（
